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	第２　事案の概要（以下，略称は原判決の例による。）
	１　前提事実，争点及び当事者の主張は，以下のとおり補正し，後記２及び３のとおり当審における当事者の主張を付加するほか，原判決「事実及び理由」第２・３，４のとおりである。
	(1)　６頁９行目から１３行目までを削る。
	(2)　７頁２２行目から９頁１７行目までを削る。
	(3)　９頁１８行目の「(3)」を「(2)」と，「争点３」を「争点２」と改める。
	(4)　９頁１８行目以下の「本件各差押等物件」をいずれも「本件領置物件」と改める。
	(5)　９頁２１行目から１０頁１６行目までを削る。
	(6)　１１頁９行目以下の「本件各差押え等」を「本件領置」と改める。
	(7)　１１頁１１行目の「(4)」を「(3)」と，「争点４」を「争点３」と改める。
	(8)　１１頁１９行目及び２０行目の「差押え等」を「領置」と改める。
	(9)　１２頁５行目から１１行目までを削る。
	(10)　１２頁１７行目の「(5)」を「(4)」と，同行目から１８行目の「争点５」を「争点４」と改める。
	(11)　１３頁１３行目から１６行目までを削る。
	(12)　１３頁１７行目の「(6)」を「(5)」と改め，同行目，２０行目，２３行目及び１４頁８行目の「本件差押えＡ，本件差押えＣ１及び」をいずれも削り，１３頁１８行目の「争点６」を「争点５」と改める。
	(13)　１３頁２０行目の「差押え又は」を削る。
	(14)　１４頁９行目の「本件差押え」から１８行目末尾までを削る。
	(15)　１４頁１９行目の「(7)」を「(6)」と，２０行目の「争点７」を「争点６」と改める。
	(16)　１５頁４，５行目の「差押目録及び」をいずれも削る。
	(17)　１５頁４行目の「いずれも」を削る。
	２　控訴人の当審での主張
	(1)　本件領置場所への立入り等の違法性
	ア　本件領置の前提である，本件領置場所への立入りとそこでの探索行為（以下併せて「本件立入り等」という。）は強制的な捜索に当たり，承諾の有無を問わず，令状がない限り違憲・違法である。金商法にいう「検査」は，犯則嫌疑者等が所持し又は置き去った物件の性質・形状・内容等を分析することをいい，場所への立入りやそこでの探索を含まない。
	イ　仮に，本件立入り等が，管理権限を持つ者の任意の承諾によって適法となり得るとしても，ｃは控訴人の役員等ではなく（ａの取締役であるにすぎない。），控訴人の事務所である本件領置場所の管理権限を持たないから，その承諾があっても本件立入り等は適法とならない。ｃが本件領置場所の鍵を持っていたのは，そこに居住するつもりで平成２２年６月から数えて２年くらい前に預かったのがそのままになっていたにすぎず，控訴人は鍵の返還がないことを認識していなかった。この鍵はａの捜索で発見されたものであり，これに沿う報告書（甲Ｄ...
	ウ　本件領置は，強制力を伴う捜索・差押えの影響を排除しないまま実施され，ｃの承諾を客観的に担保する資料はないから，仮に調査官が任意の調査である旨告げたとしても，ｃはこれを拒絶できると理解しないまま承諾したというべきであり，任意性は認められない。
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